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　皆様、明けましておめでとうございます。令和２年の新
年を心新たに、楽しくお迎えのこととお慶び申し上げます。
日々の地域貢献への活動、大変お世話になりありがとう
ございます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。
  
 桂坂学区が誕生して32年目に入り、世帯戸数は3,866
世帯に達しています。 まち並みは美しく整備され、自然豊
かで心地よい住環境の桂坂へと発展　　　を遂げてま
いりました。私たちは                              そんな素敵
なまちで暮らして
います。私たちの
願いは、この桂坂が
将来にわたって
生き生きと暮らせる
「まち」であり続けることです。
　
　桂坂がコミュニティー含めて魅力あるまちとなりえた
のは、桂坂を単なる「まち並み」から、よりよき「まち」にし
ようとの思いから、そこに住む人々同士のコミュニケーシ
ョンが高まり、自治会活動が始まったからと言っても過
言ではありません。人と人とのより良き結びつきこそ桂坂
の誇るべきところです。そして、その地域貢献への活動は
各種団体、自治連合会へと発展を遂げ、地域内の教育
施設、福祉施設等との連携・協力を図りながら様々な活
動が展開されてまいりました。そして、その活動の成果は
桂坂伝統の各種の祭り、地域福祉、相互扶助等々、様々
な行事となって、春夏秋冬の季節の流れの中で地域コミ
ュニティーを潤しています。これらは、桂坂の各自治会を
はじめとする地域の人々が32年をかけて苦楽を共にし
ながら汗水を流して築き上げてきた賜ものです。我が学
区にある16自治会の地域貢献活動は、地域コミュニティ
ーを支える屋台骨であり、その活動状況は桂坂コミュニ
　

ティー発展のバロメーターです。その意味から自治会活
動は大切に継続していかなければなりません。少子高齢
化や働き方改革などの影響から、自治会の担い手不足
が懸念されています。さらに現在、桂坂のこれまでの発
展を担った世代から、次の新しい世代へのバトンタッチ
の時期を迎えていると思います。これらの課題は、桂坂を
よりよく持続発展させるためには是非とも乗り越えなけ
ればならない事柄です。
　
　32年をかけてつくりあげてきた桂坂のコミュニティー
も、これらの諸課題の対応に手をこまめいて時期を失す
れば、あっという間に手遅れになりかねません。現在の
桂坂を生きる私たちには、次世代のために、より良い桂
坂のコミュニティーを継続可能なかたちにして、引継ぎを
行う役割を担っていると思います。
　
　これらのことを踏まえ、自治会活動を維持・継続する
重要性の啓蒙と共に、自治会活動の質と量をどのように
調整するのか等といった持続可能な運用方法について
も検討が必要であると考えています。これらの課題を含
め、各自治会の状況は様々で、解決のための特効薬はあ
りませんが、皆で知恵を出し合って進むことが必要です。
　現在、自治連合会では、その解決の糸口を見つけるた
めに、独自の改革案の模索と共に、他学区の自治会・自
治連合会の運営方法や行事内容等についてヒアリング
を始めたところです。早速、１月初旬に他学区の連合会
長から、お話をうかがいましたが、会合の回数、日程、助
成金、さらに活動に取り組む姿勢等々、参考になる所も
多々ありました。当学区の運営に取り入れる場合は充分
に検討し、定例会等でお伝えし皆さんにはかりたいと考
えています。
　
　さらに、昨年12月より、財政問題検討委員会を再開し
ました。桂坂学区自治連合会は各種団体（内９団体）に
それぞれの活動を応援する目的で助成金を出しています。
その助成する金額が、各団体から提出された、事業計画
・予算書、ならびに事業報告・決算報告の内容と整合性
がとれているかどうかを、双方で確認しあい、適切な助
成金の支給を図ろうとするものです。
　そのほか、桂坂センター地区の公共用地の活用を考
えて行かねばなりません。今年も、これらの諸課題に、皆
さんと力を合わせながら、より良い桂坂を目指して取り組
んでまいろうではありませんか。

新しい年を迎えて
　　   桂坂学区自治連合会　会長　谷口 隆夫

ホームページは       桂坂学区自治連合会 検 索

　新しい年を迎え、皆様におかれましては、お健やかにお過ごしのこととお慶び申し上げます。
　この度、昨年11月末の民生委員・児童委員の改選期にあたり、前会長の鈴木晃司が任期満了にて退任され、私、下
川智恵子が１２月1日より会長職を引き継ぐことに成りましたので、前会長同様ご支援ご協力のほど宜しくお願い申し
上げます。
　民生委員・児童委員は、地域にお住まいの皆様の「医療、介護、子育て支援」等あらゆる生活上のご相談に応じ支
援をさせて頂いております。今後も時には、「行政や専門機関」と連携し、その問題解決が出来るよう誠心誠意、支援に
努めてまいります。
　私たち、民生委員・児童委員は、法に定められた守秘義務を負っており、相談内容を他人に漏らす事は一切ありま
せんので、ご心配なくお気軽に、お近くの民生委員・児童委員までお声がけ頂きます様、ご案内申し上げます。
　最後に、桂坂の皆様のご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げます。

「民生委員・児童委員」会長就任ご挨拶

　昨年、10月25日（金）西総合支援学校の芝生まつりオ
ープニングにて桂坂教育後援会より寄贈された図書の
贈呈式が行われました。桂坂教育後援会谷口会長より、
目録を贈呈し感謝状をいただきました。
　

　

 大型の絵本や本はカラフルで写真やしかけのあるもの
も多く、子どもたちは、楽しみながら本に親しんでくれて
いるそうです。

西総合支援学校　図書の贈呈式

桂坂消防出張所売却問題について
京都市長選挙候補者に対する
公開質問状・回答書を自治連HPに掲載
　本年２月に行われる京都市長選挙の立候補予定
者として、昨年１２月に公開質問状を３候補に送った
ところ、回答が得られました。公開質問状・回答書は、
桂坂学区自治連合会ホームページのTOPページに
掲載しています。
https://kyotokeikan.org/katsurazaka

　　   桂坂民生児童委員協議会 会長下川 智恵子　　

京都市長選挙立候補予定者
●●●●殿
　　　　　　　　　桂坂学区自治連合会
　　　　　　　　　　会長　谷口隆夫
　　　　　　　　　同消防出張所予定地売却問題対策委員会
　　　　　　　　　　委員長　蓑島潔
　　　　　　　　　　　公開質問状
　平成30年7月、桂坂学区自治連合会定例役員会に京都市消防局
西京消防署幹部が出席し、桂坂センターC地区内の消防出張所予定
地（西京区御陵大枝山町四丁目32番4、｢桂坂中央｣バスターミナル
の南にある宅地、約210坪）を売却する意向が一方的に表明されまし
た。当該土地は、住民の生命安全確保の基礎となる消防出張所とい
う公共性の最上位にあるものとして、京都市の開発指導により、開発
事業者より京都市に無償提供されたものであり、そのコストは分譲代
金に含まれ、実質的に地域住民の負担により提供されたものです。
　売却は、桂坂住民としては、到底、受け入れられるものでなく、同年
8月には、桂坂学区自治連合会 消防出張所予定地売却問題対策委
員会を立ち上げ、以来、この問題に精力的に取り組んでまいりました。
「桂坂消防出張所用地売却方針撤回及び関連まちづくり事項の申入
書」の京都市長への提出、桂坂住民意見交換会、京都市レジリエン
ス戦略講演会、西京区選出京都市会議員懇談会等を行ったところ、
申入書そのものへの正式な回答はいただいておりませんが、本年7月、
西京消防署は、京都市消防局の意向として、口頭にて「当該地の売却

に関して、今後、3年なのか５年なのかわからないが、常識的な期間
で、当該土地の活用法について地元で協議、検討している間は、売却
に関して保留を継続する。『売却方針撤回』という表現はできないが、
売却されないという前提で、当該土地の活用法を考えていただきた
い。」との表明をなされました。
　消防出張所予定地売却問題対策委員会は、これまで、23回の会
議を開催し、現在は、「～桂坂センター地区の公共用地（現在未利用
の空き地）の活用をみんなで考えよう！～ プロジェクト （仮称） スタ
ートアップミーティング （始まりの会） 」や「桂坂センター地区の未利
用地をどういかすか」アンケートを実施し、地域コミュニティー活性
化など、有効活用策を検討しているところです。
　この問題について、京都市長選挙立候補予定者である貴殿のご
意見を回答していただきますようお願いいたします。お忙しいところ恐
縮ですが、文字上限400字で、令和2年1月15日までに、メール、FAX、
郵送のいずれかで、下記連絡先宛てにご送付ください。尚、その回答
は、住民向けに広報させていただく予定です。
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　桂坂景観まちづくり協議会では、「景観まちづくり」の
活動を共にすすめてくださる「公募委員」を毎年募集して
います。
　委員となっていただいた方には、よりよい景観を創造
するための企画、美しいまちなみ・家なみを守るための指
針づくり、建物の新築・リフォーム時の協議、などの活動
に参画していただきます。
　応募資格は、①桂坂学区にお住いの方、②桂坂地区
に土地や建物を所有されている方、③桂坂地区で事業を
営んでおられる方、で、桂坂景観まちづくり協議会の趣
旨を理解され、地域景観づくり計画書「桂坂の景観まち
づくり」の内容に賛同していただける方です。
　（計画書「桂坂の景観まちづくり」はインターネットで、
http://kyotokeikan.org/katsurazaka/kyoteikyo-
gikai/keikakusyo_20130710.pdf から閲覧、ダウンロ
ードができます）
　募集人数は５名程度とします。
委員の任期は１年となっています（再任可）。
希望される方は､①氏名、②住所、③連絡先電話番号、
④メールアドレスまたはFAX番号（ある方）、以上の項目
を記入し、FAXまたはメールにて、3月14日までに下記掲
載の桂坂景観まちづくり協議会事務局迄。
　　　[事務局]メール：kz.keikan@gmail.com
 　     　　     F A X：075-320-2684

                              

「体振」ニュース

令和元年度第１回　西京区グラウンドゴルフ大会
　　　　　　　　　　1月 19日(日) (光華グラウンド）

           景観まちづくり協議会
　　　 2020年度「公募委員」募集のお知らせ

どれが京都の方言でしょうか？
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おめでとうございます
京都市長表彰

※各部門在籍年数が18年以上を対象とする
民生委員・児童委員功労

石川　昭枝（さくら)　下川　智恵子（ひいらぎ）

老人福祉員功労者
中西カズ子（さくら）

　　　社会福祉事業協力者（ボランティア)
大西　節子（ひいらぎ）　坂井　松子（しらかば）

京都市社会福祉協議会会長表彰
地域福祉活動表彰/民生児童委員協議会

桂坂学区民生児童委員協議会

   長寿まち・京都   いきいきアワード2019
奨励賞・個人

渡邊　孝子（かえで）・かえでのんびり運動教室

　

　

（敬称略）

　昨年、7月に創設され今年で2回目となる「健康
長寿のまち・京都いきいきアワード（京都市健康
づくり推進者表彰）が2019年11月16日にありま
した。京都では世界一の健康長寿のまちという目
標のもと表彰式が開催されました。

　はなみずき自治会
の壱番館の管理人室の窓口に気になる「自治会ポスト」
が置かれています。ポストは一抱えもある大きなもので今
期、莇（あざみ）副会長が作られたそうで、とても丁寧に
仕上げられています。どんな風に使っているのかを、はな
みずき自治会中西会長にお聞きしました。はなみずき自
治会では、「はなみずきミーティング」という独自の会合を
持たれており、その企画案の投書や、自治会内のアンケ
ートを収集する際に使われるそうです。どうしても何か投
函してみたくなる気になるポストです。

早川　美登里（にれのき）

　桂坂小学校児童門を入った右手に、ガラスケースの掲示板があります。青く、清 し々い富士山の写真に目が止まり
足を止めて掲示板を眺めました。今月は川崎 洋さんの日本各地の方言を集めて書いた『祝詞』（しゅくし）という詩を
掲載されていました。いつの間にか忙しさに追われ、年の始まりのあいさつを心を込めてしたかなと思いました。
　掲示物を担当される先生いわく、内容は季節の植物であったり、気になった詩をチョイスおられるとのことでした。

☆社会福祉協議会
いきいき筋トレ教室2月9日（日）•3月15日（日）
　　　　　　　　　　　10:00～12:00 クローバーホール  
いこいの広場「ひだまり」2月9日（日）•3月15日（日）
                                    　13:00～15:30　クローバーホール　
すこやかサロン2月15日（土）•3月14日（土）   
                                        10:00～14:00　クローバーホール

 スカイクロス  2月26日（水）•3月25日（水） 10:00～12:00
    2月5日（水） 　・3月4日（水）13:00～15:00桂坂ふれあい公園

桂坂きっずサロン
  　2月12日（水）・3月11日（水）10:30～ 12:00  桂坂児童館

☆体育振興会
ファミリーバドミントン大会     1月26日（日）　桂坂小体育館
京都マラソンボランティア参加     2月16日（日）　

☆少年補導委員会
第3回わんぱく塾「石がまで ピザを焼こう」
     3月8日(日)〈雨天決行〉12:00～15:00     桂坂野鳥遊園

☆更生保護女性会、桂坂保護司会、桂坂小PTA
ふれあいコンサート「音と語りのプロムナード」別掲
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　晴天の下、記念すべき西京区第1回グラウンドゴルフ
大会が開催されました。優勝は福西体振チーム。桂坂体
振チームの個人戦で出場された岡村英明さんが5位に
入られました、おめでとうございます。

第18回　音と語りのプロムナード
心温まる「語りと音楽」で、楽しいひと時をお過ご
しください。

　日時　令和2年２月２2日（土）
　　　　　　　午前１０時～１１時３０分
　会場　桂坂小学校　クローバーホール
プログラム
　《オープニング》　「野に咲く花のように」
　《うた１》　「ほらね」、「風のように」
    　　　　　「栄光の架け橋」
　《音と語り》『きつねのでんわボックス』　　
　　　　　　　　　　　　戸田和代　作　　
  こぎつねを亡くしたお母さんきつねが密かに思
いをよせたのは、かわいらしい人間の男の子でした。
　《一緒に歌いましょう》 
　　　　「さんぽ」、「上を向いて歩こう」
「花は咲く（復興支援ソング）」　「パプリカ」　etc．
　《うた》「地球星歌」、「リフレイン」　　　　
　　　
出演　稲葉 都　（語り・歌）
　　　小堤 利枝　（歌）　
　　　田中 幸江　（ピアノ）
共催　桂坂小学校PTA・桂坂学区更生保護女性会・
　　　桂坂支部保護司会　


